
 

 

 

 

 

 
『これはおひさま』 

たにかわ しゅんたろう／ぶん 

おおはし あゆみ／え ブッキング 

これはおひさま。おひさまのしたのむぎば

たけ。むぎがこむぎこになり、ぱんとなる。 

おひさまのひかりは、みんなにやさしく 

ふりそそぎます。 

おひさま のえほん 
 

『きたかぜとたいよう』 

はちかい みみ／文 

やまふく あけみ／絵 岩崎書店 

きたかぜとたいようは、ちからくらべをはじ

めました。さきに、たびびとのふくをぬがせ

たほうがかちです。さて、きたかぜとたいよ

う、どちらがかったのでしょう？ 

『おひさまパン』 

エリサ・クレヴェン／作・絵 

えくに かおり／訳 金の星社 

ゆきまじりのかぜがふき、みんながおひさまが 

かおをみせてくれるのをまっています。パンやさ

んがおひさまあじのパンをやくことにしました。 

パンは、ぐんぐんふくらんで…。 

『でてきておひさま スロバキア民話』 

ほりうち みちこ／さいわ 

ほりうち せいいち／え 福音館書店 

くろくもがそらをおおって、おひさまがでて

きません。ひよこたちは、おひさまをひっぱ

りだしにいくことにしました。でも、おひさ

まがどこにすんでいるのかわかりません。 

そこで、はりねずみさんにききにいくことに

しました。 

『お日さまをみつけたよ』 

Ｍ．ミトゥーリチ／原案・絵 

まつや さやか／文 福音館書店 

ふゆ、もりのどうぶつたちはふるえながら 

はるをまっています。やがてはるになり 

もりはにぎやかになりました。けれど、 

くらいもりがすきなふくろうは、はらをた

てて、おひさまをかくしてしまいました。 

『のげしとおひさま』 

かい のぶえ／さく 福音館書店 

のげしは、うごけるかえるやちょうちょ、 

ありさんがうらやましくてたまりません。 

おひさまにどうしたらよいかきいてみまし

た。おひさまは「ひかりをいっぱいすいこみ

なさい」といいました。 
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